
- 1 -

第
二
節

神
父
マ
ノ
エ
ル
・
ポ
ル
タ
ル
の
震
災
詳
説

そ
の
二

ー

聖
霊
修
道
院

建
築
、
装
備
、
祭
具
の
焼
尽

承

前

論
文
第
四

ポ
ル
ト
ガ
ル
聖
職
者
の
リ
ス
ボ
ン
震
災
記
録

第
一
節

神
父
ペ
レ
イ
ラ
・
ド
・
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
の
震
災
記
録

第
二
節

神
父
マ
ノ
エ
ル
・
ポ
ル
タ
ル
の
震
災
詳
説

そ
の
一

ー

聖
霊
修
道
院

聖
職
者
と
居
住
者
の
受
難



①

Ｄ
・
ノ
ウ
ル
ズ
著
、
朝
倉
文
市
訳
『
修
道
院
』
平
凡
社
、
一
九
七
二
年
。
五
〇-

五
一
頁
。

②

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ェ
ル
ス
著
、
渡
辺
鴻
訳
『
図
説

西
欧
の
修
道
院

建
築
』
八
坂
書
房
、
二
〇
〇
九
年
。
一
三
、
一
六
ー
一
九
、
三
六
五
頁
。

- 2 -

第
二
節

神
父
マ
ノ
エ
ル
・
ポ
ル
タ
ル
の
震
災
詳
説

そ
の
二

ー

聖
霊
修
道
院

建
築
・
装
備
・
祭
具
の
焼
尽

聖
霊
修
道
院
の
人
的
被
害
に
続
い
て
、
神
父
マ
ヌ
エ
ル
・
ポ
ル
タ
ル
は
、
さ
ら
に
建
物
や
物

品
に
つ
い
て
詳
細
に
証
言
す
る
が
、
こ
こ
で
も
宗
教
的
な
建
築
や
美
術
に
関
し
あ
る
程
度
予
備

知
識
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
士
で
あ
る
歴
史
学
者
デ
ェ
ヴ
ィ
ド
・
ノ
ウ
ル
ズ
は
修
道
院
初
期
の
施
設
に

つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
う
。
聖
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
の
戒
律
等
か
ら
復
元
す
れ
ば
、
六
世
紀
イ
タ

、

。

リ
ア
の
修
道
院
は
比
較
的
小
さ
な
石
の
建
物
で

居
住
す
る
修
道
士
は
十
五
人
程
度
で
あ
っ
た

祈
祷
所
、
食
堂
、
共
同
寝
室
も
大
き
な
も
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
一
階
に
位
置
し
た
。
祈
祷
所

に
は
簡
素
な
祭
壇
、
木
製
の
長
椅
子
と
腰
掛
け
だ
け
が
置
か
れ
る
。
そ
の
建
物
に
は
台
所
と
各

①

室
が
付
属
し
、
そ
の
周
り
に
事
務
所
や
納
屋
は
造
ら
れ
た
が
、
回
廊
は
な
か
っ
た
。

以
後
の
千
五
百
年
に
及
ぶ
修
道
院
の
歴
史
を
通
観
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
建
築
の
権
威
ヴ
ォ
ル

フ
ガ
ン
グ
・
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ェ
ル
ス
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
う
。
静
寂
、
謙
譲
、
厳
格
、
禁
欲
、
平

和
を
景
仰
さ
せ
る
構
築
は
、
情
熱
的
で
一
貫
し
た
生
活
態
度
を
前
提
と
し
、
す
べ
て
修
道
会
戒

律
の
制
約
を
受
け
て
い
る
。
神
を
祀
り
、
福
音
書
を
朗
読
す
る
聖
堂
が
、
こ
う
し
た
基
本
構
造

の
中
心
で
あ
っ
て
、
壮
大
に
し
て
豪
華
で
は
支
配
的
な
建
造
物
に
築
造
さ
れ
る
。
つ
い
で
修
道

士
が
共
同
で
戒
律
を
購
読
す
る
集
会
室
が
重
要
で
あ
り
、
聖
俗
を
兼
ね
備
え
る
よ
う
整
備
さ
れ

た
。
の
ち
に
こ
の
集
会
室
は
祈
祷
堂
（
オ
ラ
ト
リ
オ
）
と
し
て
発
達
し
、
フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
ネ
リ

に
よ
る
修
道
会
設
立
も
契
機
と
も
な
っ
た
。
ま
た
、
修
道
院
で
は
食
卓
に
お
い
て
福
音
書
が
朗

読
さ
れ
、
食
事
自
体
も
救
済
の
方
途
と
さ
れ
る
。
共
同
の
食
事
は
最
後
の
晩
餐
の
秘
蹟
に
比
せ

②

ら
れ
て
、
大
食
堂
が
第
三
の
地
位
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
。

十
二
世
紀
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
全
修
道
院
の
頂
点
に
位
置
し
た
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
で
は
、
所

属
す
る
修
道
士
が
三
百
名
を
超
え
、
聖
堂
に
は
千
名
の
参
列
が
可
能
で
あ
っ
た
。
ロ
ー
マ
教
皇
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や
多
数
の
枢
機
卿
、
各
国
の
君
主
や
王
族
を
も
招
き
、
大
食
堂
と
大
震
室
の
収
容
人
員
は
千
二

百
名
と
さ
れ
る
。
修
道
士
五
一
名
、
修
練
士
一
七
名
を
擁
す
る
聖
霊
修
道
院
も
比
較
的
大
き
な

規
模
で
あ
り
、
聖
堂
と
図
書
館
は
も
と
よ
り
、
大
礼
拝
堂
、
小
礼
拝
堂
、
祈
祷
堂
を
備
え
て
い

た
。

ア
ル
マ
ダ
新
街
の
オ
ラ
ト
リ
オ
会
修
道
院
に
関
し
て
は
、
火
災
に
よ
る
甚
大
な
被
害
も

忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
で
体
験
し
た
ほ
ど
の
惨
憺
た
る
顛
末
は
、
他
修
道
院
の

詳
説
に
も
お
そ
ら
く
見
出
さ
れ
ぬ
か
ら
で
あ
る
。

フ
ォ
ル
ノ
ス
街
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
ス
か
ら
飛
火
し
た
炎
は
、
十
字
架
像
を
経
て
烈
し
く

僧
院
の
裏
手
へ
拡
が
り
、
地
震
で
破
壊
さ
れ
た
古
修
道
院
を
完
全
に
捉
え
た
。
つ
い
で
聖

堂
の
両
身
廊
と
修
道
士
礼
拝
堂
の
屋
根
が
燃
え
、
堂
宇
と
回
廊
に
配
さ
れ
た
す
べ
て
、
ま

た
神
父
ら
の
僧
坊
と
配
備
さ
れ
た
す
べ
て
の
家
具
が
灰
燼
に
帰
し
た
。

古
修
道
院
の
敷
地
で
は
と
り
わ
け
尊
重
さ
れ
る
オ
ラ
ト
リ
オ
会
の
建
物
ふ
た
つ
が
焼
尽

し
た
。
修
道
士
祈
祷
堂
と
聖
母
マ
リ
ア
図
書
館
が
そ
れ
で
あ
る
。

修
道
士
祈
祷
堂
は
広
壮
で
細
長
い
建
物
で
、
適
度
な
高
さ
の
天
井
に
は
フ
レ
ス
コ
画
法

で
聖
母
マ
リ
ア
の
昇
天
と
こ
れ
を
見
上
げ
る
聖
者
フ
ィ
リ
ッ
ペ
・
ネ
リ
が
彩
色
さ
れ
て
い

た
。
こ
れ
ら
貴
重
な
絵
図
は
私
た
ち
を
感
嘆
さ
せ
る
と
と
も
に
、
深
い
信
仰
へ
と
導
い
た

の
で
あ
る
。
祈
祷
堂
で
は
内
壁
の
一
部
が
繊
細
な
彩
色
タ
イ
ル
で
飾
ら
れ
、
そ
こ
に
は
聖

フ
ィ
リ
ッ
ペ
・
ネ
リ
の
徳
行
が
描
か
れ
て
い
た
。
ま
た
、
天
井
へ
の
空
間
に
置
か
れ
た
精

妙
な
彫
刻
は
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ペ
ド
ロ
ソ
神
父
や
多
く
の
修
道
士
が
所
望
し
た
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
ら
は
数
々
の
遺
物
と
と
も
に
配
置
さ
れ
、
修
道
士
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
デ
・
レ

モ
ス
の
労
に
よ
っ
て
金
箔
に
さ
れ
、
銀
の
輝
き
も
添
え
ら
れ
た
。
同
様
に
祈
祷
堂
の
内
装

に
は
、
総
大
司
教
猊
下
の
ご
令
弟
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
マ
ヌ
エ
ル
様
の
寄
進
に
よ
る
ダ
マ

ス
コ
織
の
化
身
画
が
あ
り
、
色
鮮
や
か
に
描
出
と
と
も
に
、
豪
華
な
装
具
と
精
妙
な
銀
製

魚
類
も
配
さ
れ
て
い
た
。
深
い
信
仰
を
表
わ
す
大
き
な
十
字
架
像
も
祈
祷
堂
に
あ
っ
た
。

ま
た
、
聖
具
室
に
は
聖
な
る
秘
蹟
と
幼
い
イ
エ
ス
像
も
収
め
ら
れ
、
後
者
は
高
さ
二
フ
ィ

、

、

。

ー
ト
ほ
ど
で

初
々
し
い
美
し
い
立
像

ま
さ
し
く
敬
虔
で
完
璧
な
立
像
な
の
で
あ
る

こ
の
幼
子
に
つ
い
て
は
福
音
と
聖
母
受
胎
に
つ
い
て
語
る
聖
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
の
書
簡
に
示
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①

さ
れ
て
い
る
。

南
フ
ラ
ン
ス
の
ク
リ
ュ
ニ
ー
修
道
院
で
は
十
一
世
紀
後
半
に
修
道
士
が
、
六
十
人
か
ら
三
百

人
と
激
増
し
、
壮
大
な
ロ
マ
ネ
ス
ク
教
堂
が
建
設
さ
れ
た
。
修
道
士
の
増
加
に
応
じ
て
居
室
や

食
堂
も
当
然
大
規
模
と
な
る
が
、
こ
う
し
た
修
道
院
建
築
に
つ
い
て
ノ
ウ
ル
ズ
は
と
く
に
ふ
た

、

。

、

つ
の
特
徴

広
壮
な
教
会
と
四
辺
形
の
回
廊
を
指
摘
す
る

広
壮
な
教
会
が
必
要
で
あ
る
の
は

構
成
員
の
多
大
な
数
に
も
よ
る
が
、
む
し
ろ
礼
拝
、
聖
歌
、
行
列
な
ど
の
儀
式
を
荘
厳
に
す
る

た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
四
辺
形
の
回
廊
は
修
道
院
の
要
で
あ
っ
て
、
構
成
員
の
往
来
や
集
合
に

至
便
な
造
作
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
四
辺
形
の
上
方
に
教
堂
、
下
方
に
僧
坊
と
集
会
室
が
位
置

②

し
、
脇
の
片
側
に
食
堂
と
厨
房
、
他
の
片
側
に
客
室
と
倉
庫
が
造
ら
れ
た
。

オ
ラ
ト
リ
オ
会
が
独
自
に
造
営
し
た
最
初
の
建
築
は
、
ロ
ー
マ
中
心
部
の
聖
堂
＝
修
道
院
サ

ン
タ
・
マ
リ
ア
・
イ
ン
・
ヴ
ァ
リ
セ
ラ
（
シ
エ
ッ
サ
・
ヌ
オ
ー
ヴ
ァ

）
で
あ
る
。
イ
エ
ス
ズ

会
コ
レ
ジ
オ
・
ロ
マ
ー
ノ
を
範
と
し
て
、
こ
の
造
営
は
一
五
七
五
年
聖
堂
の
建
設
か
ら
着
手
さ

れ
、
一
世
紀
後
修
道
院
の
落
成
に
よ
っ
て
完
成
し
た
。
境
内
に
は
広
壮
な
聖
堂
、
祈
祷
堂
（
オ

ラ
ト
リ
オ

、
回
廊
に
囲
ま
れ
た
三
つ
の
中
庭
が
あ
る
。
と
く
に
際
立
つ
は
楕
円
形
の
大
食
堂

）

で
あ
っ
て
、
著
名
な
建
築
家
ポ
ッ
ロ
ミ
ー
ニ
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
、
修
道
士
の
居
住
域
た
る
第

二
中
庭
と
生
活
の
便
宜
を
供
す
る
第
三
中
庭
の
間
に
配
さ
れ
た
。
大
食
堂
で
は
種
々
の
行
事
も

③

営
ま
れ
、
視
覚
的
・
音
響
的
効
果
を
も
考
慮
し
て
、
楕
円
形
に
造
ら
れ
た
と
言
う
。

小
聖
堂
の
外
側
に
ふ
た
つ
の
門
、
新
回
廊
の
門
と
聖
具
保
管
室
の
門
が
あ
り
、
美
事
な

対
比
を
な
し
て
新
回
廊
の
上
方
に
男
の
子
を
抱
く
聖
ジ
ョ
セ
フ
、
聖
具
室
の
上
方
に
は
聖

フ
ェ
リ
ッ
ペ
の
像
が
飾
ら
れ
た
い
た
。
後
者
は
被
災
後
緑
地
の
仮
設
小
屋
に
運
ば
れ
、
祭

壇
に
飾
ら
れ
る
。
修
練
堂
へ
の
回
廊
へ
向
か
う
門
は
祈
祷
室
の
正
面
に
位
置
し
、
か
っ
て
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一
夕
来
臨
さ
れ
た
国
王
ジ
ョ
ア
ン
五
世
陛
下
が
、
碑
文
に
記
念
す
る
言
葉
を
遺
さ
れ
た
。

当
時
の
修
道
院
長
マ
ヌ
エ
ル
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
神
父
の
発
意
に
よ
り
、
す
な
わ
ち
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
・
ペ
ド
ロ
ソ
神
父
、
ペ
ド
ロ
・
ア
ル
ベ
レ
ス
神
父
、
ジ
ュ
ア
ン
・
ア
ン
ト
ゥ
ネ
ス
神

父
、
ジ
ョ
ア
ン
・
コ
ロ
神
父
、
マ
ノ
エ
ル
・
ア
ル
メ
イ
ダ
神
父
、
ジ
ュ
リ
オ
・
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
神
父
な
ど
、
す
べ
て
の
高
僧
が
信
仰
事
項
に
つ
い
て
論
じ
合
い
、
国
王
陛
下
が
結
論

を
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
蹟
に
因
む
祝
典
を
、
聖
母
マ
リ
ア
の
受
胎
を
慶
賀
す
る

夕
べ
に
、
神
学
生
が
行
う
の
が
常
で
あ
っ
た
。

加
え
て
一
層
委
細
に
述
べ
れ
ば
、
小
聖
堂
に
面
し
て
琉
瑠
の
窓
と
彩
色
さ
れ
た
扉
が
祈

る

り

祷
室
に
一
対
あ
り
、
そ
れ
ら
の
真
中
に
は
同
じ
く
彩
色
さ
れ
た
円
窓
が
造
ら
れ
て
い
た
。

真
向
い
の
教
堂
に
も
回
廊
へ
連
な
る
門
が
あ
り
、
説
教
を
勤
め
る
方
々
は
そ
こ
を
通
る
。

礼
拝
堂
は
総
体
的
に
黄
金
で
飾
ら
れ
、
祭
壇
の
下
に
ロ
ー
マ
教
皇
か
ら
現
在
の
国
王
陛
下

に
贈
ら
れ
、
聖
者
の
遺
骨
を
納
め
た
金
櫃
が
祀
ら
れ
て
い
た
。

か
ね
ひ
つ

回
廊
の
門
に
は
精
緻
な
細
片
か
ら
成
る
小
型
の
完
璧
な
壁
板
が
組
ま
れ
、
そ
の
一
角
に

は
男
の
子
を
抱
く
守
護
聖
人
の
板
絵
が
、
ヴ
ィ
セ
ン
テ
・
デ
・
バ
ス
ト
の
配
慮
で
回
廊
の

高
さ
に
釣
り
合
う
よ
う
置
か
れ
た
。
廊
下
に
沿
う
す
べ
て
の
窓
に
も
諸
聖
人
を
祀
る
壁
龕

へ
き
が
ん

が
造
ら
れ
、
ド
ミ
ン
ゴ
ス
・
ペ
レ
イ
ラ
神
父
に
よ
る
独
自
の
彩
色
陶
板
と
ヘ
ン
リ
ッ
ク
・

コ
レ
ア
神
父
の
制
作
が
飾
ら
れ
た
。
ま
た
、
別
の
回
廊
が
門
か
ら
門
へ
と
通
じ
、
そ
の
一

端
は
聖
歌
隊
の
壇
上
に
直
接
降
り
る
の
で
あ
る
。
修
練
院
に
は
屋
根
を
彩
色
さ
れ
た
三
つ

の
回
廊
が
配
さ
れ
、
修
練
者
の
尊
師
の
肖
像
と
し
て
ど
の
僧
坊
の
門
口
に
も
板
絵
が
掛
け

て
あ
る
。
そ
れ
ら
は
尊
師
が
採
録
を
す
る
姿
で
あ
り
、
そ
れ
に
相
応
し
く
蔵
書
も
添
景
と

。

、

。

さ
れ
た

か
っ
て
修
練
者
と
し
て
学
ん
だ
頃

僧
坊
の
書
籍
を
増
補
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る

し
か
し
、
こ
れ
ら
す
べ
て
は
猛
火
に
よ
っ
て
跡
形
も
な
く
焼
失
し
た
。

ド
ミ
ン
ゴ
ス
・
ペ
レ
イ
ラ
神
父
の
労
苦
と
精
励
に
よ
っ
て
集
積
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
聖
母

図
書
館
は
、
適
度
な
大
き
さ
の
建
物
で
あ
っ
て
、
そ
の
舗
床
は
さ
ま
ざ
ま
な
彩
色
の
木
材

で
象
眼
細
工
さ
れ
、
中
央
の
台
座
で
は
七
色
に
映
え
る
精
妙
な
宝
玉
が
、
鏡
の
よ
う
に
輝

い
て
い
た
。
彫
刻
さ
れ
た
良
質
の
木
材
で
書
架
が
作
ら
れ
、
抽
出
の
上
側
も
黄
金
の
浮
彫

で
飾
ら
れ
る
。
壁
面
の
上
方
に
貴
重
な
板
絵
が
掲
げ
ら
れ
、
天
井
は
白
色
と
金
色
を
組
み

合
せ
、
壮
麗
な
金
箔
に
仕
上
っ
て
い
る
。
美
し
い
装
幀
の
稿
本
は
み
な
聖
母
マ
リ
ア
を
主

題
と
し
、
比
類
な
く
貴
重
な
蔵
書
で
あ
る
。
し
か
し
、
震
災
を
免
れ
た
も
の
も
含
め
、
こ

れ
ら
す
べ
て
が
火
災
に
よ
り
燃
え
た
。
ま
さ
し
く
取
り
戻
せ
な
い
損
失
で
あ
る
。

火
焔
は
バ
ル
ソ
ロ
メ
ウ
・
ド
・
キ
ン
タ
ル
の
聖
遺
物
と
列
福
式
の
記
録
を
も
焼
い
た
。

あ
ら
ゆ
る
聖
像
も
ろ
と
も
聖
堂
全
体
が
燃
え
、
若
干
の
聖
杯
と
聖
瓶
を
別
と
し
て
、
銀
飾
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り
の
貴
重
な
装
具
も
す
べ
て
灰
燼
に
帰
し
た
。
ま
た
、
四
万
ク
ル
ザ
ド
に
も
値
し
、
燦
然

た
る
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
円
盤
に
飾
ら
れ
た
聖
体
顕
示
台
、
国
王
ジ
ョ
ア
ン
五
世
陛
下
に
よ

っ
て
献
じ
ら
れ
、
王
族
の
来
臨
に
際
し
て
の
み
開
か
れ
る
顕
示
台
も
焼
失
し
た
。
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
、
ル
ビ
ー
、
黄
玉
、
ガ
ー
ネ
ッ
ト
を
鏤
め
た
光
背
全
体
も
同
様
で
あ
る
。
独
自
の

銀
細
工
で
作
ら
れ
、
五
脚
の
聖
体
顕
示
台
も
や
は
り
破
壊
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
を
鏤
め
、
八
千
ク
ル
ザ
ド
に
値
す
る
聖
杯
は
被
害
を
免
れ
、
偶
々
居
合
わ
せ
た
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
・
ル
イ
ズ
神
父
の
慧
眼
に
よ
っ
て
、
瓦
礫
の
間
か
ら
取
り
出
さ
れ
た
。
表
面
に

見
え
た
も
の
の
、
運
良
く
盗
賊
の
目
も
か
わ
し
た
わ
け
で
あ
る
。
当
時
跳
梁
を
極
め
た
彼

ら
に
つ
い
て
、
た
め
ら
わ
ず
言
お
う
。

、

。

同
じ
く
貴
重
な
玉
石
で
全
体
を
守
護
さ
れ

燦
然
と
輝
く
黄
金
の
十
字
架
像
も
燃
え
た

黄
金
と
細
工
だ
け
で
六
百
レ
ア
ル
の
出
費
を
要
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
や
は
り
貴
重

な
玉
石
で
守
護
さ
れ
た
敬
虔
な
マ
リ
ア
像
も
冠
が
焼
け
た
。
い
ず
れ
も
ヴ
ィ
セ
ン
テ
・
デ

・
バ
ス
ト
神
父
が
献
じ
ら
れ
た
聖
像
で
あ
る
。
託
身
を
表
徴
す
る
堂
内
の
ダ
マ
ス
カ
織
装

飾
、
あ
ら
ゆ
る
中
位
の
燭
台
、
絹
糸
と
金
銀
の
刺
繍
で
飾
ら
れ
た
回
廊
の
拱
門
、
オ
ラ
ト

リ
オ
会
の
紋
章
を
金
糸
で
表
し
た
織
物
、
ビ
ロ
ー
ド
な
ど
他
の
織
物
も
す
べ
て
灰
燼
に
帰

し
た
。
こ
れ
ら
織
物
は
板
絵
と
板
絵
に
あ
る
空
間
を
飾
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
三
対
の
ダ

マ
ス
コ
織
の
幕
、
大
き
な
燭
台
に
添
え
ら
れ
た
飾
り
紐
つ
き
掛
布
も
同
じ
く
焼
尽
し
た
。

一
対
の
ゴ
ー
ズ
織
仕
切
り
、
黄
金
の
房
を
刺
繍
し
た
ビ
ロ
ー
ド
の
飾
り
布
、
外
来
の
紫
色

の
垂
れ
幕
、
要
す
る
に
聖
堂
全
体
を
包
ん
だ
豪
華
な
造
作
が
、
悲
運
に
も
一
片
の
壁
土
を

①

留
め
な
い
の
で
あ
る
。

サ
ン
タ
・
カ
タ
リ
ー
ナ
教
会
な
ど
と
は
異
な
っ
て
、
聖
霊
修
道
院
は
震
災
後
つ
い
に
再
建
が

な
さ
れ
ず
、
敷
地
に
は
別
種
の
建
造
物
が
構
築
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
施
設
の
構
造
も
明
確

、

。

に
把
握
で
き
な
い
が

中
核
を
な
す
聖
堂
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
録
が
遺
さ
れ
て
い
る

花
綱
装
飾
の
石
門
が
聖
堂
の
正
面
を
な
し
、
堂
内
に
は
三
つ
の
身
廊
と
、
一
対
の
円
柱

に
支
え
ら
れ
た
聖
歌
隊
席
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
身
廊
を
区
分
す
る
五
つ
の
拱

構
は
短
い

き
ょ
う
こ
う

円
柱
を
基
盤
と
し
、
す
べ
て
彩
色
さ
れ
て
い
る
。
拱
構
の
両
面
を
飾
る
の
は
、
金
色
の
額

縁
に
収
め
た
板
絵
で
あ
り
、
上
部
に
は
象
眼
細
工
の
台
輪
が
組
ま
れ
た
。
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中
央
の
身
廊
は
宝
石
を
鏤
め
た
五
つ
の
窓
に
照
ら
さ
れ
、
天
井
に
は
華
麗
な
絵
画
が
描

か
れ
た
。
神
父
た
ち
は
大
礼
拝
堂
に
も
円
柱
と
円
柱
を
配
し
、
ふ
た
つ
の
窓
か
ら
採
光
し

た
。
壁
面
の
内
装
に
は
方
形
の
石
材
に
花
模
様
が
刻
ま
れ
た
。
祭
壇
の
背
後
は
ふ
た
つ
の

石
柱
に
支
え
ら
れ
て
青
み
を
帯
び
た
黒
石
が
組
ま
れ
、
上
方
は
拱
構
を
な
し
て
い
る
。
説

教
壇
は
幅
広
く
、
椅
子
は
金
色
の
木
彫
で
あ
る
。
礼
拝
堂
の
側
廊
に
は
そ
れ
ぞ
れ
祭
壇
が

①

祀
ら
れ
た
。

聖
霊
修
道
院
に
関
す
る
ポ
ル
タ
ル
の
証
言
は
、
前
節
で
示
し
た
と
お
り
、
ま
ず
地
震
の
発
生

に
集
中
し
、
居
住
者
の
受
難
と
建
物
の
倒
壊
を
語
っ
て
い
る
。
右
記
の
記
録
と
併
せ
て
推
断
す

れ
ば
、
聖
堂
で
は
正
面
を
な
す
花
綱
装
飾
の
石
門
が
倒
れ
、
拱
構
で
仕
切
ら
れ
た
身
廊
は
完
全

に
破
壊
さ
れ
た
。
穹
窿
も
円
柱
で
支
え
ら
れ
た
聖
歌
隊
席
へ
崩
れ
落
ち
た
。
つ
い
で
さ
き
の
引

用
の
よ
う
に
、
街
路
か
ら
襲
っ
た
火
焔
は
、
ま
ず
身
廊
の
屋
根
を
捉
え
、
聖
堂
全
体
が
炎
上
し

た
の
で
あ
る
。
祭
壇
の
あ
ら
ゆ
る
聖
像
、
燦
然
た
る
聖
体
顕
示
台
、
宝
玉
を
鏤
め
た
光
背
も
燃

え
た
。

金
糸
で
精
妙
に
刺
繍
さ
れ
た
銀
色
の
装
具
一
式
も
同
じ
く
焼
失
し
た
。
神
の
祝
福
を
受

け
た
国
王
ジ
ョ
ア
ン
五
世
が
ゼ
ノ
ア
に
発
注
さ
れ
た
品
で
あ
る
。
そ
れ
は
上
祭
服
、
ミ
サ

用
の
法
衣
、
長

袍
祭
服
、
さ
ら
に
は
祭
壇
の
飾
り
布
、
説
教
壇
の
垂
れ
幕
、
書
見
台
ら

ち
よ
う
ほ
う

し
き
も
の
か
ら
成
っ
て
い
た
。
七
千
ク
ル
ー
ド
の
価
値
と
思
わ
れ
る
。

金
色
に
織
ら
れ
た
珍
奇
な
紫
色
の
装
具
も
燃
え
た
。
こ
れ
も
上
祭
服
と
ふ
た
つ
の
瀟
洒

な
台
、
金
糸
銀
糸
を
織
り
込
ん
だ
長

袍
祭
服
、
祭
壇
の
飾
り
布
、
説
教
壇
の
垂
れ
幕
、

ち
よ
う
ほ
う

書
見
台
と
い
う
一
式
で
あ
っ
た
。

古
式
の
金
糸
で
刺
繍
さ
れ
た
装
具

す
な
わ
ち
大
礼
拝
堂
の
祭
壇
で
用
い
ら
れ
る
長

袍

、

ち
よ
う
ほ
う

祭
服
、
上
祭
服
、
飾
り
布
と
い
う
一
式
も
失
わ
れ
た
。

白
金
に
輝
き
、
国
王
ヨ
ハ
ヒ
ム
五
世
陛
下
が
献
納
さ
れ
た
装
具
、
す
な
わ
ち
七
着
の

長

袍
祭
服
、
上
祭
服
、
ミ
サ
用
の
法
衣
、
祭
壇
の
飾
り
布
、
説
教
壇
の
垂
れ
幕
、
書
見

ち
よ
う
ほ
う

台
の
一
式
も
焼
尽
し
、
他
の
祭
壇
で
用
い
ら
れ
る
白
金
ダ
マ
ス
コ
織
り
上
祭
服
も
す
べ
て

同
様
で
あ
る
。
主
祭
壇
の
豪
華
な
飾
り
布
は
、
素
材
の
黄
金
を
寄
進
さ
れ
た
そ
の
方
に
因
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ん
で
、
公
爵
夫
人
と
呼
ば
れ
る
が
、
金
槌
で
叩
い
た
よ
う
に
破
壊
さ
れ
た
。
金
の
刺
繍
を

施
し
た
銀
製
の
セ
バ
ス
ト
ロ
像
は
、
ア
ヤ
侯
爵
夫
人
が
献
納
し
、
一
五
〇
枚
の
金
貨
、
四

千
八
〇
〇
に
も
相
当
す
る
が
、
同
じ
く
焼
失
し
た
。
そ
の
他
多
く
の
や
や
地
味
な
品
々
、

黄
金
の
房
を
付
け
、
多
様
に
彩
色
さ
れ
た
ビ
ロ
ー
ド
の
葬
具
も
同
様
で
あ
る
。
聖
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
・
デ
・
サ
ー
レ
ス
と
聖
ア
ン
ナ
の
祭
壇
で
用
い
る
貴
重
な
飾
り
布
と
上
祭
服
、
要

す
る
に
繊
細
な
金
糸
で
刺
繍
さ
れ
、
多
様
に
彩
色
さ
れ
た
す
べ
て
の
飾
り
布
と
上
祭
服
が

焼
尽
し
た
の
で
あ
る
。

種
々
の
燈
明
も
消
え
た
。
敬
虔
の
灯
火
五
つ
は
別
と
し
て
、
多
く
の
銀
の
燭
台
、
あ
ら

ゆ
る
祭
壇
の
蝋
燭
が
焼
尽
し
た
。
聖
ペ
ド
ロ
、
聖
ア
ン
ト
ニ
オ
、
聖
リ
ボ
リ
オ
と
命
名
さ

れ
た
身
廊
に
、
十
五
の
聖
像
は
置
か
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
光
輪
も
全
焼
し
た
。
交
差
廊
の

右
手
に
あ
る
祈
祷
室
で
は
、
磔
刑
さ
れ
た
イ
エ
ス
が
聖
母
マ
リ
ア
に
抱
か
れ
て
い
た
。
主

祭
壇
に
は
聖
母
被
昇
天
像
が
中
央
に
、
聖
カ
ル
ロ
ス
が
左
側
、
聖
フ
ェ
リ
ッ
ペ
・
ネ
リ
は

右
側
に
置
か
れ
た
。
サ
ン
タ
・
ア
ン
ナ
で
も
聖
母
受
胎
告
知
像
が
中
央
、
片
側
に
聖
ア
ン

ナ
、
他
の
側
に
聖
ヨ
ワ
キ
ム
が
あ
っ
た
。
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
デ
・
サ
レ
ス
礼
拝
堂
で
は

、

。

外
側
に
ふ
た
つ
の
壁
龕
が
あ
っ
て

聖
カ
テ
リ
ー
ナ
と
聖
ゲ
ル
チ
ル
ー
デ
ス
が
祀
ら
れ
る

へ
き
が
ん

サ
ン
タ
・
ア
ン
ナ
身
廊
で
は
サ
ン
・
ペ
ド
ロ
身
廊
へ
通
じ
る
交
差
路
の
外
側
に
イ
エ
ス
、

マ
リ
ア
、
ジ
ョ
セ
フ
の
三
聖
像
を
祀
る
祭
壇
が
あ
っ
た
。

聖
ペ
ド
ロ
礼
拝
堂
、
敬
虔
礼
拝
堂
、
聖
ア
ン
ナ
礼
拝
堂
お
う
よ
び
イ
エ
ス
＝
マ
リ
ア
＝

ジ
ョ
セ
フ
礼
拝
堂
の
天
蓋
に
は
、
金
色
に
彫
刻
さ
れ
、
聖
遺
物
を
収
め
る
櫃
が
あ
っ
た
。

聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
デ
・
サ
レ
ス
礼
拝
堂
の
ふ
た
つ
の
櫃
に
は
聖
者
の
生
涯
を
描
い
た
板

絵
が
蔵
さ
れ
た
。
こ
の
礼
拝
堂
は
多
彩
な
宝
玉
の
象
眼
細
工
で
飾
ら
れ
、
日
に
四
度
ミ
サ

を
行
う
よ
う
、
レ
イ
ン
ハ
・
フ
ラ
ン
セ
ザ
様
の
指
示
で
床
は
板
張
り
さ
れ
て
い
た
。
主
礼

拝
堂
も
大
理
石
で
多
彩
な
象
眼
細
工
が
な
さ
れ
、
聖
霊
兄
弟
に
守
護
さ
れ
る
。
教
会
の
本

体
は
箱
形
の
建
物
で
、
交
差
廊
ま
で
百
パ
ル
モ
＋
（
一
パ
ル
モ
は
二
二
セ
ン
チ

、
さ
ら

）

に
そ
こ
か
ら
神
父
の
墓
掘
と
聖
な
る
道
ま
で
十
五
か
十
六
パ
ル
モ
で
あ
る
。
さ
ら
に
百
パ

ル
モ
進
ん
だ
回
廊
の
上
方
で
は
三
つ
の
身
廊
が
地
震
で
崩
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
す
べ
て
が

火
災
に
よ
っ
て
灰
燼
に
帰
し
、
い
ま
や
な
ん
ら
の
痕
跡
も
な
い
。

火
の
手
は
聖
具
保
管
室
に
も
及
ん
だ
。
尊
敬
す
べ
き
聖
職
禄
受
領
者
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・

コ
ス
タ
・
ク
ー
ト
様
が
寄
進
さ
れ
、
大
箱
の
上
に
飾
ら
れ
た
ロ
ザ
リ
オ
像
は
、
地
震
で
倒

れ
た
の
ち
、
火
焔
で
燃
え
た
。
小
聖
具
保
管
室
で
も
す
べ
て
焼
き
尽
く
さ
れ
、
パ
レ
オ
の

、

、

、

、

銀
の

笏

祈
祷
行
列
に
用
い
る
金
飾
り
銀
の
十
字
架

ぶ
ど
う
酒
入
れ
聖
具

銀
の
皿

し
や
く

水
差
し
を
失
っ
た
。
な
お
ま
た
、
聖
具
保
管
室
の
戸
棚
と
木
箱
に
収
納
さ
れ
る
多
く
の
貨
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幣
も
消
え
た
。

祭
壇
の
飾
り
布
や
銀
の
燭
台
と
と
も
に
、
オ
ラ
ト
リ
オ
会
祈
祷
室
も
焼
尽
し
た
。
荒
野

の
崇
高
な
イ
エ
ス
像
、
十
字
架
像
、
両
側
に
置
か
れ
た
ふ
た
つ
の
聖
像
な
ど
多
く
作
品
も

燃
え
尽
き
た
。

聖
体
を
拝
受
す
る
祈
祷
行
列
の
た
め
用
意
さ
れ
た
ダ
マ
ス
ク
織
の
修
道
院
旗
幟

、
わ

、

れ
ら
の
尊
者
に
因
む
貴
重
な
旗
幟
も
焼
失
し
た
。
ま
た
、
ダ
マ
ス
カ
織
で
覆
わ
れ
ぬ
障
壁

①

の
空
間
を
埋
め
る
板
絵
、
ベ
ン
ト
・
コ
ル
ホ
の
制
作
に
な
る
板
絵
も
燃
え
た
。

言
う
ま
で
も
な
く
聖
堂
は
、
典
礼
を
捧
げ
る
衆
会
の
場
で
あ
り
、
奥
ま
っ
た
中
心
的
な
位
置

に
祭
壇
が
据
え
ら
れ
る
。
豪
華
な
卓
布
を
敷
い
た
祭
壇
は
、
救
世
主
イ
エ
ス
が
現
在
化
さ
れ
る

場
で
あ
り
、
黄
金
の
十
字
架
像
と
敬
虔
な
マ
リ
ア
像
が
祀
ら
れ
た
。
典
礼
の
頂
点
に
供
す
る
十

字
架
は
、
キ
リ
ス
ト
の
復
活
を
象
徴
し
、
受
難
の
み
な
ら
ず
栄
光
を
も
示
す
と
さ
せ
る
。

聖
堂
中
央
の
広
い
空
間
は
、
三
つ
の
身
廊
が
区
分
け
さ
れ
、
光
背
に
輝
く
十
五
の
聖
像
が
置
か

れ
て
い
た
。
国
王
か
ら
献
呈
さ
れ
た
聖
体
顕
示
器
は
祭
壇
中
央
の
聖
櫃
に
安
置
さ
れ
、
銀
の
燭

台
は
主
へ
の
崇
敬
と
し
て
、
多
く
は
祭
壇
の
近
く
に
置
か
れ
た
。
ジ
ョ
ア
ン
五
世
が
ゼ
ノ
ア
に

発
注
し
た
上
祭
服
や
飾
り
布
、
ア
ヤ
夫
人
の
献
納
に
よ
る
セ
バ
ス
ト
ロ
像
、
コ
ル
ホ
の
制
作
し

た
板
絵
、
さ
ら
に
は
ト
ロ
ヤ
ノ
神
父
の
寄
贈
に
よ
る
聖
遺
物
、
客
死
し
た
同
輩
の
形
見
で
あ
る

聖
母
像
、
高
位
聖
職
者
マ
ノ
エ
ル
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
た
掛
け
時
計
。
こ
れ
ら
を
め
ぐ
る
ポ
ル

タ
ル
の
叙
述
は
、
震
災
に
よ
る
被
害
の
細
目
を
示
す
だ
け
で
な
く
、
修
道
院
の
聖
像
や
聖
器
が

②

ど
の
よ
う
な
信
仰
と
熱
意
に
よ
っ
て
整
え
ら
れ
た
か
を
語
っ
て
い
る
。

古
修
道
院
の
高
み
に
あ
る
回
廊
へ
も
火
焔
は
拡
が
っ
て
、
余
さ
ず
そ
こ
を
破
壊
し
た
あ

と
、
聖
バ
ル
バ
ラ
祈
祷
室
を
焼
尽
さ
せ
た
。
黄
金
で
は
な
く
、
木
彫
り
の
彫
刻
を
配
し
た

礼
拝
堂
、
さ
ら
に
陸
離
た
る
絵
画
で
際
立
つ
僧
坊
も
そ
の
と
き
燃
え
た
。
こ
れ
ら
回
廊
の

全
焼
に
加
え
て
、
神
父
ら
の
白
衣
や
黒
衣
を
収
め
た
衣
装
部
屋
も
燃
え
、
聖
母
マ
リ
ア
を

祀
る
受
胎
告
知
祈
祷
室
も
灰
燼
に
帰
し
た
。
そ
こ
に
は
ブ
ド
ウ
の
樹
で
作
ら
れ
た
、
小
瓶

を
携
え
る
小
さ
な
聖
像
が
あ
り
、
内
陣
の
聖
母
像
と
同
じ
く
尊
い
も
の
と
し
て
壁
龕
に
収
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め
ら
れ
て
い
た
。
祭
壇
の
さ
ま
ざ
ま
な
聖
者
像
の
な
か
に
、
黄
金
の
台
座
に
座
し
た
小
さ

な
半
身
像
が
ふ
た
つ
あ
り
、
一
方
は
聖
遺
物
を
携
え
た
聖
フ
ィ
リ
ッ
ペ
・
ネ
リ
、
他
方
は

同
じ
く
聖
遺
物
を
手
に
し
た
聖
カ
ミ
ー
ロ
・
デ
・
レ
リ
ス
で
、
い
ず
れ
も
マ
ヌ
エ
ル
・
ジ

ョ
ゼ
・
ト
ロ
ヤ
ノ
神
父
が
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
清
浄
な
祈
祷
室
で
あ
る
の
に
、

結
局
は
灰
燼
に
帰
し
た
。

こ
の
祈
祷
室
で
は
夕
食
の
あ
と
に
九
時
か
ら
聖
母
受
胎
の
神

、

。

秘
に
関
す
る
夜
半
の
講
話
の
た
め
修
学
生
が
集
ま
り

翌
日
六
時
半
ま
で
学
ぶ
の
で
あ
る

同
様
に
聖
ト
マ
ズ
の
日
こ
の
聖
者
に
つ
い
て
哲
学
的
な
弁
論
が
競
わ
れ
た
。

類
焼
し
た
回
廊
脇
の
物
置
に
は
、
四
旬
節
の
設
営
用
具
や
聖
像
の
あ
ら
ゆ
る
装
備
が
収

納
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
病
弱
者
の
衣
服
、
銀
の
食
器
、

種
々
の
器
具
を
収
め
る
物
置

も
焼
尽
し
た
。
こ
う
し
た
銀
の
食
器
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
ド
の
陶
器
も
病
弱
者
に
沢
山
供

さ
れ
た
。
崇
高
な
る
慈
善
と
し
て
デ
ィ
オ
ゴ
・
マ
ヌ
エ
ル
・
ク
ラ
ド
神
父
が
そ
の
病
棟
に

年
一
万
五
千
レ
ア
ル
も
寄
付
さ
れ
、
食
事
に
も
治
療
に
役
立
て
た
の
で
あ
る
。
マ
ノ
エ
ル

・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
同
志
も
四
十
年
間
看
病
を
続
け
ら
れ
、
崇
高
な
慈
愛
を
発
露
さ
れ
た
。

ま
た
、
そ
れ
ま
で
三
十
年
に
わ
た
っ
て
熱
心
に
看
護
さ
れ
、
病
弱
者
へ
の
格
別
の
慈
愛
を

も
っ
て
尽
さ
れ
た
ジ
ョ
ア
ン
・
サ
ン
ト
シ
同
志
は
、
み
ず
か
ら
の
生
命
の
危
険
を
も
顧
み

ず
、
患
者
の
援
助
と
救
出
の
た
め
全
力
を
傾
け
た
。
悪
性
の
熱
病
に
冒
さ
れ
、
入
念
な
看

護
の
必
要
な
神
父
た
ち
を
も
、
彼
は
一
心
に
救
護
し
た
。
一
年
有
余
の
長
患
い
の
た
め
、

彼
ら
の
体
力
は
衰
え
、
不
眠
を
訴
え
て
も
い
た
。
こ
こ
で
は
恢
復
が
遠
ざ
か
る
た
め
、
空

気
を
変
え
る
よ
う
慈
愛
を
も
っ
て
移
動
が
敢
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

火
焔
は
新
回
廊
の
階
段
か
ら
入
っ
て
、
前
述
の
回
廊
に
至
る
通
路
を
焼
き

、
本
修
道

、

会
の
教
父
の
肖
像
も
そ
の
際
に
燃
え
た
。
す
な
わ
ち
、
ベ
ン
ト
・
コ
レ
イ
ラ
、
ヴ
ィ
セ
ン

テ
・
デ
ィ
ア
ス
、
ペ
ド
ロ
・
ア
ル
ヴ
ェ
ル
ス
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
デ
・
フ
ァ
リ
ア
、
セ
バ
ス

テ
ィ
ア
ン
・
リ
ベ
イ
ロ
、
マ
ヌ
エ
ル
・
コ
ン
シ
エ
ン
デ
ィ
ア
、
ジ
ョ
ア
ン
・
ダ
・
グ
ア
ル

ラ
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
デ
・
ア
タ
イ
デ
、
デ
ィ
ア
ゴ
・
ク
ラ
ド
、
そ
れ
に
同
志
マ
ヌ
エ
ル
・

ド
ス
・
サ
ン
ト
ス
の
肖
像
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
方
々
は
優
れ
た
文
筆
と
徳
操
で
著
名
で

あ
る
。
マ
ヌ
エ
ル
・
デ
ィ
オ
ゴ
・
ヴ
ェ
ル
ネ
イ
神
父
は
、
清
浄
な
木
彫
り
を
収
め
る
大
き
な
壁

龕
を
造
る
よ
う
指
示
さ
れ
、
そ
こ
に
は
外
枠
と
装
飾
、
さ
ら
に
は
黄
金
で
房
べ
り
さ
れ
た

。

。

タ
マ
ス
コ
織
り
の
幕
も
付
せ
ら
れ
た

こ
の
方
は
司
祭
任
命
権
を
も
誠
実
に
果
た
さ
れ
た

激
震
で
倒
壊
し
た
回
廊
へ
も
火
の
手
は
拡
が
り
、
控
訴
院
ジ
ョ
ア
ン
・
デ
・
ア
ブ
レ
ウ
裁

判
官
か
ら
修
道
会
に
寄
贈
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
十
字
架
像
の
板
絵
を
焼
い
た
。
多
年
こ
こ
に

来
駕
さ
れ
た
彼
は
、
控
訴
院
裁
判
官
の
職
務
を
終
生
果
さ
れ
る
と
と
も
に
、
大
学
に
お
い



Portal,
pp.618-619.

①

op.cit.,

②

ブ
ラ
ウ
ン
フ
ェ
ル
ス
著
、
前
掲
、
一
一
一
ー
一
一
四
頁
。

- 11 -

て
文
学
と
道
徳
を
講
じ
て
お
ら
れ
る
。
同
じ
く
火
焔
は
他
の
板
絵
と
と
も
に
幼
な
子
を
抱

い
た
聖
母
像
を
焼
尽
す
る
。
そ
の
聖
母
像
は
敬
愛
す
る
私
の
同
窓
ヘ
ン
リ
ク
・
コ
レ
ア
神

父
が
所
有
し
た
も
の
で
、
彼
は
ロ
ー
マ
で
歿
し
、
埋
葬
さ
れ
た
同
僚
マ
ノ
エ
ル
・
ア
ル
メ

イ
ダ
神
父
と
同
じ
く
、
上
司
の
指
令
で
そ
こ
に
派
遣
さ
れ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
へ
の
帰
途
窮
乏

の
た
め
逝
去
し
た
の
で
あ
る
。
デ
ィ
ア
ゴ
・
ヴ
ェ
ル
ネ
イ
神
父
が
そ
の
形
見
を
回
廊
に
祀

っ
た
。
そ
こ
に
相
応
し
く
、
高
位
聖
職
者
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
マ
ノ
エ
ル
神
父
が
購
入
さ
れ

た
大
き
な
掛
時
計
も
や
は
り
燃
え
た
。

祈
祷
室
へ
の
回
廊
は
前
述
の
と
お
り
デ
ィ
ア
ゴ
・
ヴ
ェ
ル
ネ
イ
神
父
の
指
示
で
整
備
さ

れ
、
そ
の
礼
拝
堂
は
ヘ
ン
リ
ッ
ク
コ
レ
ア
神
父
が
ロ
ー
マ
で
求
め
た
聖
遺
物
の
神
殿
を
な

し
、
華
麗
な
絵
図
で
飾
ら
れ
て
い
た
が
、
地
震
の
た
め
す
べ
て
倒
壊
し
、
回
廊
の
壁
面
の

図
像
や
地
下
の
宝
物
が
延
焼
に
よ
っ
て
一
切
失
わ
れ
た
。
神
父
た
ち
の
居
室
に
置
か
れ
た

物
品
も
み
な
火
焔
を
避
け
え
な
か
っ
た
。

高
位
聖
職
者
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
マ
ノ
エ
ル
様
の
裁
可
に
合
格
す
る
よ
う
、
ラ
テ
ン
語
の

講
義
が
回
廊
の
土
間
で
し
ば
し
ば
な
さ
れ
た
。
広
壮
な
空
間
で
あ
っ
て
、
マ
ノ
エ
ル
・
ア

ン
ト
ニ
オ
・
ペ
レ
イ
ラ
神
父
は
二
百
人
の
修
学
生
に
修
道
会
の
輝
か
し
い
栄
光
や
創
始
者

の
偉
大
で
傑
出
し
た
功
績
に
つ
い
て
教
え
た
。

講
堂
で
は
穹
窿
の
片
側
を
支
え
大
理
石
の
拱
門
が
あ
り
、
地
震
に
よ
っ
て
講
堂
と
食
堂

へ
崩
れ
、
回
廊
下
の
全
居
室
を
破
壊
し
た
。
こ
の
と
き
持
ち
堪
え
た
の
は
、
講
堂
の
外
壁

①

と
障
壁
の
間
に
設
け
ら
れ
た
準
備
室
の
み
で
あ
る
。

こ
う
し
た
ポ
ル
タ
ル
の
記
述
の
な
か
で
、
と
く
に
印
象
に
残
る
の
は
、
回
廊
の
意
義
と
構
造

で
あ
る
。
修
道
院
に
お
け
る
、
建
築
史
家
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ェ
ル
ス
は
ク
リ
ュ
ニ
ー
会
ペ
ト
ル
ス
・

ウ
ェ
ラ
ビ
リ
ス
修
道
院
を
分
析
し
て
、
回
廊
の
重
要
性
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。
一

二
世
紀
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
に
造
営
さ
れ
た
こ
の
建
物
で
は
、
世
界
解
釈
・
救
済
解
釈
を
表
現
す
る

彫
刻
に
、
聖
堂
と
回
廊
が
飾
ら
れ
て
い
た
。
回
廊
の
壁
柱
に
十
二
使
徒
が
浮
彫
に
さ
れ
、
円
柱

の
柱
頭
に
は
、
新
約
・
旧
約
聖
書
の
事
蹟
が
刻
ま
れ
る
。
こ
う
し
た
厳
粛
で
華
麗
な
回
廊
が
指

導
と
省
察
の
場
と
な
り
、
ク
リ
ュ
ニ
ー
を
先
駆
と
し
て
修
道
院
建
築
の
第
一
主
題
と
な
っ
た
、

と
。

五
世
紀
の
ち
聖
霊
修
道
院
に
お
い
て
も
回
廊
が
、
十
字
架
像
、
聖
母
マ
リ
ア
像
、
守

②



③
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護
聖
人
像
、
さ
ら
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
壁
龕
や
板
絵
や
陶
板
で
飾
ら
れ
、
そ
の
土
間
で
修
学
生
へ

へ
き
が
ん

の
講
義
も
な
さ
れ
た
こ
と
が
、
ポ
ル
タ
ル
の
記
録
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
な
お
、
お
そ
ら
く
丘

、

。

、

陵
の
斜
面
を
活
か
し
て

こ
の
修
道
院
で
は
上
下
に
回
廊
が
配
さ
れ
た

二
層
の
回
廊
は
聖
堂

、

、

、

、

祈
祷
堂

僧
坊

食
堂
等
へ
の
往
来
を
至
便
に
す
る
と
と
も
に

複
雑
な
建
築
構
造
へ
と
導
き

ひ
い
て
は
地
震
の
被
害
を
拡
大
し
た
と
思
わ
れ
る
。
古
来
丘
陵
に
位
置
す
る
修
道
院
も
、
多
く

は
頂
上
の
平
地
に
築
か
れ
て
い
る
が
、
ア
ッ
シ
ジ
の
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
院
は
山
腹
の③

急
斜
面
に
建
設
さ
れ
、
入
り
組
ん
だ
通
路
や
中
庭
が
絵
画
的
な
印
象
を
与
え
る
と
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
施
設
に
は
種
々
の
書
類
や
保
管
物
、
さ
ら
に
は
貴
重
な
聖
体
顕
示
器
が
収
め

ら
れ
、
救
出
の
た
め
死
の
危
険
と
孤
立
の
事
態
を
身
を
曝
す
こ
と
に
な
る
。
燃
え
さ
か
る

火
焔
に
す
べ
て
が
焼
き
尽
く
さ
れ
た
。
い
ま
述
べ
た
聖
体
顕
示
器
、
保
管
物
、
あ
ら
ゆ
る

書
類
と
供
託
の
金
貨
・
銀
貨
を
収
め
た
鉄
製
の
金
庫
も
そ
こ
に
含
ま
れ
る
が
、
一
層
深
刻

な
打
撃
と
し
て
文
物
収
蔵
所
が
壊
滅
し
、
土
地
契
約
書
、
公
正
証
書
、
建
物
所
有
証
、
聖

具
納
室
と
礼
拝
堂
の
所
蔵
目
録
、
修
道
会
に
関
す
る
無
数
の
書
類
、
き
わ
め
て
重
要
な
文

書
の
稿
本
、
修
道
会
の
全
議
事
録
、
必
需
品
の
供
給
記
録
、
ロ
ー
マ
教
皇
の
書
簡
、
歴
史

遺
産
、
発
見
遺
物
、
修
道
会
独
自
の
あ
ら
ゆ
る
褒
章
が
焼
尽
し
た
の
で
あ
る
。
同
じ
く
火

焔
は
新
回
廊
下
の
建
物
す
べ
て
、
さ
ら
に
は
古
修
道
院
の
穹
窿
と
主
壁
を
焼
い
た
。
地
震

に
よ
る
こ
れ
ら
の
被
害
は
窓
、
出
口
、
床
な
ど
に
止
ま
り
、
居
住
者
も
逃
れ
え
た
の
で
あ

。

、

。

る

彼
ら
が
払
う
家
賃
は

修
道
会
に
と
っ
て
毎
年
三
千
ク
ル
ド
の
収
入
に
な
っ
て
い
た

広
大
な
施
設
と
大
勢
の
居
住
者
を
擁
す
る
修
道
院
の
あ
ら
ゆ
る
食
糧
、
小
麦
、
オ
リ
ー

ブ
油
、
ブ
ド
ウ
酒
、
野
菜
、
米
な
ど
す
べ
て
が
、
厨
房
と
貯
蔵
室
へ
の
延
焼
に
よ
っ
て
失

わ
れ
た
。
高
価
で
は
な
い
が
、
精
巧
に
作
ら
れ
た
す
べ
て
の
錫
製
品
、
銅
食
器
、
敷
物
も

食
堂
の
す
べ
て
の
設
備
と
と
も
に
同
じ
く
焼
け
た
。
か
く
し
て
八
つ
の
ガ
ラ
ス
窓
と
大
き

な
石
造
り
の
穹
窿
を
備
え
た
食
堂
、
さ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
が
、
彩
色
陶
板
を
組
ん
だ
石

造
り
の
穹
窿
と
六
つ
の
ガ
ラ
ス
窓
を
備
え
た
軒
続
き
の
祈
祷
室
が
燃
え
尽
き
た
。
一
言
で

表
現
す
れ
ば
、
私
た
ち
の
罪
過
の
た
め
、
こ
の
修
道
院
全
体
が
地
震
に
よ
っ
て
倒
壊
し
、

火
焔
に
よ
っ
て
壊
滅
し
た
の
で
あ
る
。

本
修
道
会
は
ジ
ョ
ゼ
・
ピ
ン
ト
神
父
か
ら
二
万
ク
ル
ザ
ド
で
若
干
の
建
物
を
購
入
し
た

が
、
そ
の
手
数
料
一
万
三
千
レ
イ
を
も
、
さ
き
に
述
べ
た
年
収
三
千
ク
ル
ザ
ド
と
は
別
に



Portal,
pp.619-620.

①

op.cit.,
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失
っ
た
。
以
上
の
ほ
か
多
く
の
家
財
が
焼
尽
し
た
り
、
破
損
し
た
り
、
埋
没
し
た
。

、

、

ネ
セ
シ
ダ
ス
の
修
道
院
で
は
七
棟
の
建
物
も
焼
け

収
益
の
大
き
な
損
失
と
な
っ
た
が

火
災
に
よ
る
大
規
模
な
破
壊
は
免
れ
た
。
私
た
ち
の
罪
過
を
寛
恕
さ
れ
た
神
に
、
衷
心
か

①

ら
感
謝
を
捧
げ
る
。

初
出

二
〇
一
四
年
九
月
二
七
日


